
















































要約:

本研究においては、初年度の基礎的調査として小児科、小児外科を設置している全国の医

療機関を対象として入院児の QOL の向上に関わる実態調査を行った。その結果、1,915 施

設から回答を得られた。小児病棟が独立しているのは 20.4%、混合病棟が 73.0%、家族の

付き添いを認めない医療施設は 8.4%、入院児のために食堂、プレイルーム等の何らかの

専用室が整備されている医療施設は 65.7%、心理スタッフが関与している医療施設は 22.5%、

入院児の学校教育に配慮している医療施設は 19.14%、ボランティアを導入している医療

施設は 16.3%、病棟内保母職を導入している医療施設は 8.3%の実態であった。また、具体

的な保母職の業務内容、その意義について、聖マリア病院新生児センター並びに藤本小児

病院の実態を紹介した。


